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雪
は
と
も
だ
ち

表
紙
の

写
真

議
会
ク
イ
ズ
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令
和
２
年
11

月
１
日
第
150

号
の
議
会
ク
イ
ズ
に
は
55

名
の

方
の
応
募
が
あ
り
、
53

名
の
方

が
正
解
で
し
た
。

　
抽
選
の
結
果
次
の
10

名
の

方
が
当
選
し
、
あ
ぽ
ん
入
浴
券

（
３
枚
）
を
、お
届
け
し
ま
す
。

答
え 

①
Ａ 

②
Ｃ 

③
Ｂ 

（
敬
称
略
）

伊
　
藤
　
博
　
子 

（
宿
町
一
）

土
　
門
　
咲
　
子 

（
上
小
松
）

今
　
野
　
サ
ダ
子 

（
杉
沢
北
）

渋
　
谷
　
眞
津
雄 

（
十
日
町
）

佐
　
藤
　
誠
　
子 

（
下
当
下
）

後
　
藤
　
喜
　
八 

（
六
日
町
）

本
　
間
　
清
　
子 

（
六
日
町
）

畠
　
中
　
憲
　
子 

（
湯
ノ
田
）

三
　
浦
　
　
　
進 

（
谷
地
下
）

髙
　
橋
　
あ
き
子 

（
八
日
町
）

問
題

①
遊
佐
元
町
街
路
灯
の
修
繕
は
、

12

月
定
例
議
会
で
議
決
後
、

残
り
何
基
を
修
理
予
定
か
。

Ａ 

80

基

Ｂ 

16

基

Ｃ 

64

基

②
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に

新
た
に
加
え
ら
れ
た
の
は
。

　
炬
燵
に
丸
ま
っ
て
い
な
い
で
思

い
出
し
て
み
よ
う
。

　
雪
の
上
で
も
少
し
も
寒
く
な

Ａ 

鳥
海
あ
わ
び

Ｂ 

鳥
海
さ
ざ
え

Ｃ 

鳥
海
な
ま
こ

③
吹
浦
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
秋
祭
り
で
披
露
し
て

い
る
ス
テ
ー
ジ
の
名
称
は
。

Ａ 

歌
謡
ス
テ
ー
ジ

Ｂ 

集
落
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

Ｃ 

ワ
ン
マ
ン
ス
テ
ー
ジ

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例
①
Ａ
　
②
Ｂ
　
③
Ｃ
）

そ
れ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、集

落
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
正
解
者
の
中
か
ら
10

名
様
に

今
回
よ
り
町
内
の
米
〜
ち
ゃ
ん

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
加
盟
店
で
使

用
で
き
る
『
米
〜
ち
ゃ
ん
ス
タ

ン
プ
カ
ー
ド
お

買
い
物

券

1
0
0
0
円
分
』
を
、
お
届
け

し
ま
す
。
応
募
者
の
個
人
情

報
は
、こ
の
議
会
ク
イ
ズ
以
外

の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

☆
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の
ほ

か
議
会
へ
の
ご
要
望
、ご
意
見
を

い
た
だ
け
れ
ば
大
歓
迎
で
す
。

　
あ
て
先
／
999―

８
３
０
１

　
　
遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
211

　
　
役
場
内
　
議
会
事
務
局

　
　
締
め
切
り
２
月
25
日

発
表
は
次
号
で
す
。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

2月定例議会のご案内
　遊佐町議会は、年間４回の定例議会が開催
されます。
 2月定例議会は、本会議と補正予算・予算審
査特別委員会が議場で行われます。
　一度傍聴してみませんか？

※変更する場合もございますので、傍聴の際はあらかじめ

議会事務局（☎７２－５８８９）にご確認ください。

2月定例議会の予定

2月15日㈪ 本会議・常任委員会

2月16日㈫ 補正予算審査特別委員会・施政方針

2月17日㈬ 一般質問

2月18日㈭ 一般質問・予算上程

2月19日㈮ 常任委員会

2月22日㈪ 常任委員会

2月25日㈭ 予算審査特別委員会

2月26日㈮ 予算審査特別委員会・本会議

か
っ
た
頃
を
。

　
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ

た
遊
佐
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
は
、
短
い
休
み
時

間
を
使
っ
て
自
然
か
ら
元

気
を
い
た
だ
い
て
る
子
ど

も
た
ち
に
出
会
っ
た
。

　
雪
だ
る
ま
作
り
や
雪

合
戦
。
雪
玉
を
す
り
抜

　
令
和
２
年
11

月
１
日
第
150

号
記
念

座
談
会
記
事
で
、
ご
参
加
い
た
だ
い

た
阿
曽
一
恵
さ
ん
は
、
「
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
は
な
く
、
「
ケ
ア
プ

ラ
ン
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
す
い
」
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
し
た
。

　
ま
た
、
阿
曽
さ
ん
の
発
言
で
の
、

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
不
在
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
配
食

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
自
治
体
の
基

準
か
ら
も
れ
た
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス

（
酒
田
市
等
で
は
民
間
事
業
者
も
配

食
）
で
あ
り
誤
解
を
招
く
記
載
と
な

り
ま
し
た
。
併
せ
て
訂
正
し
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
発
　
行
　
人

　
　
　
　
議
　
　
長 

土
門
　
治
明

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
委 

員 

長 

阿
部
　
満
吉

　
　
　
　
副
委
員
長 
 

那
須
　
正
幸

　
　
　
　
委
　
　
員 

菅
原
　
和
幸

　
　
　
　
委
　
　
員 

齋
藤
　
　
武

　
　
　
　
委
　
　
員 

佐
藤
俊
太
郎

　
　
　
　
委
　
　
員 

本
間
　
知
広

訂
正
し
て 

お
わ
び
し
ま
す

遊佐小学校 雪あそび

関連記事 P.20

遊佐小学校 雪あそび

関連記事 P.20

1億2100万円増額 令和2年度 補正予算 ·····  P.  2

洋上風力発電計画 意見書を県へ提出······················  P.  4

白熱最終日（2議案、賛否分かれる）··························  P.  6

一般質問（10人登壇）············································  P.  8

まちづくり政策提言 ···············································  P.14

「町民と議会の懇談会」報告 ····································  P.16

シリーズ遊佐人 ④·················································  P.19

議会クイズ・編集室より···········································  P.20

12
月
定
例
会

け
て
走
る
子
ら
も
。
そ
の
歓
声

は
、
冬
の
重
い
雪
雲
を
け
ち
ら

し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
手
段
を

私
た
ち
は
備
え
て
い
る
は
ず

だ
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
手
の
中

に
あ
る
。

こ
た
つ

雪 は と も だ ち
雪 は と も だ ち

さむくは
な い わ

さむくは
な い わ



補
正
予
算
審
査

意

見

書

採

決

結

果

白

熱

最

終

日

一

般

質

問

ま
ち
づ
く
り
政
策
提
言

町
民
と
議
会
の
懇
談
会

遊

佐

人

令和₃年₂月１日 （2）

令和２年度 補正予算質疑 12月11日
補正予算審査特別委員会

暗
く
な
っ
た
道
を

明
る
く
灯
せ

遊
佐
元
町
街
路
灯
修

繕
と
し
て
３
１
５
万

高
齢
者
の
ペ
ダ
ル
踏

み
間
違
い
に
よ
る
事

津
波
避
難
は
住
民
へ

周
知
さ
れ
て
い
る
と

１
８
８
基
の
う
ち
８０

基
が
故
障
、
う
ち
16

本
間
　
知
広 

委
員

佐
藤
俊
太
郎 

委
員

津
波
避
難

　
　
　
　
看
板
設
置
は

委 員 長　菅原　和幸
副委員長　佐藤　光保

髙
橋
　
冠
治 

委
員

高
齢
者
安
全
運
転

対
策
の
継
続
を

補正のポイント

総

務

課

円
計
上
さ
れ
た
。
事
業
完
了

予
定
は
。

故
が
多
発
し
て
い
る
。
補
助

制
度
の
継
続
を
。

思
う
。
他
に
使
途
は
な
い
の

か
。

基
は
修
理
済
み
だ
が
残
り
64

基
を
令
和
２
年
度
中
に
修
理

す
る
。

制
度
の
主
旨
に
鑑
み

継
続
し
た
い
。
次
年

県
の
補
助
金
交
付
要

綱
に
よ
れ
ば
、
補
助

度
当
初
予
算
で
検
討
を
し
て

い
る
。

対
象
事
業
は
避
難
場
所
等
に

案
内
標
識
を
設
置
す
る
事
業

の
み
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

そ
の
返
礼
品
は

４
億
円
に
迫
る
寄
附

金
が
あ
る
が
ど
の
よ

緊
急
支
援
の
内
容
は

効
果
が
あ
る
の
か
。

米
、
赤
肉
メ
ロ
ン
、

小
玉
ス
イ
カ
、
庄
内

那
須
　
正
幸 

委
員

斎
藤
弥
志
夫 

委
員

商
店
街
販
売
促
進

支
援
事
業

産

業

課

う
な
返
礼
品
を
準
備
し
て
い

る
の
か
。

柿
に
加
え
、
新
た
に
鳥
海
あ

わ
び
等
が
追
加
さ
れ
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
終
了
後
の
補
完
的

事
業
と
し
て
行
う
の
で
、
そ

の
効
果
に
期
待
し
た
い
。

肉
用
牛
肥
育
経
営
補
助
金

牛
肉
の
価
格
と
補
助

の
内
容
は
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
枝
肉

価
格
の
下
落
分
を
保

斎
藤
弥
志
夫 

委
員

険
制
度
で
９
割
補
償
。
残
り

１
割
を
県
と
町
で
負
担
。

月
光
川
地
区

水
利
施
設
整
備

施
設
整
備
の
内
容
と

負
担
金
の
算
出
は
。

月
光
川
土
地
改
良
区

の
水
管
理
シ
ス
テ
ム

斎
藤
弥
志
夫 

委
員

更
新
に
伴
う
光
回
線
引
込
工

事
費
の
10
％
を
町
が
負
担
。

　補正予算では市街地の防犯灯整備等、町の喫緊の課題を整備する
予算が提案され、₁億2100万円の追加予算が審議され可決した。

●地域環境整備に

　松くい虫防除（町独自） 900万円

●ふるさとづくり寄附金

　ふるさと納税申込増 1億円増収

　返礼に係る諸経費 5535万円

●町民の暮らし整備に

　持ち家住宅・新生活様式リフォーム支援金 1300万円

●安心の町づくりに

　防犯灯整備工事 394万円

　消防遊佐分署外灯設置工事 200万円

●教育環境整備に

　小・中学校特別教室エアコン工事 4850万円

　体育館防火扉更新不足額 180万円

問答

問答問答

問答問答

問答問答



補
正
予
算
審
査

意

見

書

採

決

結

果

白

熱

最

終

日

一

般

質

問

ま
ち
づ
く
り
政
策
提
言

町
民
と
議
会
の
懇
談
会

遊

佐

人

（3） 遊佐町議会だより

完全に閉らない町民体育館 西側防火扉

コ
ロ
ナ
禍
支
援
の
充
実
を

落
ち
込
ん
で
い
る
観

光
業
へ
の
更
な
る
支

故
障
後
の
対
応
で
は

遅
い
の
で
は
。
更
新
時

温
泉
施
設
に
つ
い
て
、

過
去
５
年
間
の
入
湯

赤
塚
　
英
一 

委
員

佐
藤
俊
太
郎 

委
員

水
銀
灯
は

故
障
前
に
更
新
を

企

画

課

援
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

期
を
設
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

税
を
参
考
に
、
追
加
支
援
を

検
討
し
て
い
る
。

故
障
前
の
更
新
は
ま

だ
使
え
る
も
の
を
廃

棄
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

故
障
後
の
修
繕
で
対
応
す
る
。

健

康

福

祉

課

繰
入
金
の
わ
け
は

介
護
保
険
特
別
会
計

に
２
１
７
万
５
千
円

自
立
支
援
介
護
等
給

付
費
の
増
額
は
、
新

特
別
会
計
の
事
務
費

に
対
す
る
繰
入
で
、

本
間
　
知
広 

委
員

齋
藤
　
　
武 

委
員

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か

が
繰
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
わ

け
は
。

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

か
。

主
な
も
の
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
導
入
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
費
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
は

な
く
、
年
間
の
経
費

の
見
込
み
に
基
づ
く
不
足
額

を
増
額
補
正
し
た
も
の
で
あ

る
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
補
助
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補

助
の
検
討
を
早
急
に

コ
ロ
ナ
禍
で
も
入
所

希
望
者
は
増
え
て
い

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
原

則
と
し
て
国
が
全
額

赤
塚
　
英
一 

委
員

髙
橋
　
冠
治 

委
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

ス
ペ
ー
ス
確
保
は

始
め
る
べ
き
で
は
。

て
３
密
が
懸
念
さ
れ
る
。

費
用
を
負
担
す
る
。
町
で
も

現
在
、準
備
を
進
め
て
い
る
。

手
洗
い
・
消
毒
・
換

気
の
徹
底
の
ほ
か
、

屋
外
や
体
育
館
な
ど
の
活
用

を
図
っ
て
い
る
。

地

域

生

活

課

コ
ロ
ナ
対
策

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

新
生
活
様
式
と
町
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の

新
築
で
ど
の
く
ら
い

木
材
を
使
え
ば
対
象

併
用
は
可
能
。
申
請

は
別
々
で
、
支
援
金

那
須
　
正
幸 

委
員

那
須
　
正
幸 

委
員

県
産
木
材

　
　
新
築
住
宅
支
援
は

併
用
は
可
能
か
。
そ
の
申
請

方
法
は
。

と
な
る
の
か
。
町
の
支
援
金

へ
の
上
乗
せ
は
。

の
限
度
額
を
活
用
す
れ
ば
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
１
０
０
万

円
、
コ
ロ
ナ
対
策
工
事
で

20
万
円
の
合
計
１
２
０
万
円

の
支
援
金
が
交
付
と
な
る
。

延
べ
床
面
積
１
㎡
に

つ
き
０
・
１
㎥
を
乗

じ

て

算

定

し

た

数

量

の

１
０
０
％
以
上
か
つ
15
㎥
使

用
が
条
件
と
な
る
。
条
件
を

満
た
せ
ば
50
万
円
が
上
乗
せ

と
な
る
。

教

育

課

町
民
体
育
館
の
防
火
扉

更
新
工
事

防
火
扉
が
自
動
で
閉

じ
た
時
の
避
難
通
路

小
・
中
学
校
の
エ
ア

コ
ン
設
置
工
事
。

一
旦
閉
じ
た
場
合
で

も
避
難
者
自
身
で
開

那
須
　
正
幸 

委
員

阿
部
　
満
吉 

委
員

教
育
環
境
は
整
っ
た
の
か

の
確
保
は
。

残
っ
て
い
る
教
室
は
あ
る
の

か
。

け
る
こ
と
が
で
き
、
近
く
に

他
の
避
難
口
も
確
保
さ
れ
て

い
る
。

音
楽
室
な
ど
特
別
教

室
へ
の
設
置
工
事
で

あ
る
。
図
書
室
だ
け
は
天
井

が
高
く
広
過
ぎ
る
た
め
、
計

画
か
ら
除
外
し
た
。

問答問答

問答問答

問答問答

問答問答

問答

問答
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令和₃年₂月１日 （4）

議員発議

　令和₂年１２月定例会本会議の中で、洋上風力発電事業計画が町民の理解を得られるよう配慮することと、 

新型コロナウイルス感染症を理由とした差別や偏見、誹謗中傷をなくし、共に支え合いながら、コロナ禍の

困難な時期を乗り越えていくことを呼びかける議会決議を議員発議により全会一致で可決しました。

山形県知事殿

₁.  今後の町民説明会にあたっては、フォトモンター

ジュを活用するなど、町民の不安や疑問に、より

一層真正面から向き合うこと

₂.  幅広い町民の合意を前提とした事業となるよう、

事業者や国との調整を講ずること

₃.  環境影響調査は予断を排し、環境保全や海洋資源

保護の観点から実施されるよう、事業者にはたら

きかけること

　　令和₂年１２月１１日　　　　　　　　遊佐町議会

を県に提出特段の配慮を求める

　遊佐町沖で洋上風力発電事業が計画され、具

体的に事業が動き出しています。

　国内で実例のない大規模なものであり、町民

からは景観や低周波を含む騒音、サケの母川回

帰への影響、海底湧水への影響など多様な面で

不安の声があがってきています。

　最終的な事業者の決定は国が行いますが、県

内においては、これまで県が主導してきた事業

計画であり、県の果たすべき役割は極めて大き

いと考えます。

　議会としても、CO2の発生しない再生可能エ

ネルギーの重要性は認識しつつも、町民の生

活・自然環境保全の観点から慎重な対応を求

め、県に対し意見書を提出しました。

決　議

　新型コロナウイルス感染症は、全国的に急速な感染拡大が進んでおり、本県にお

いても11月から感染者が急増しています。その中にあって私たちは感染拡大の防止

に、細心の注意を払いながら、社会・経済活動の両立に向け懸命に取り組んでいます。

　こうした状況の下、感染者やその家族、学校や勤務先に対しSNS等の媒体による

匿名での心無い誹謗中傷や、間違った情報の拡散、感染症に対する不安や恐れから

感染者や感染経路を詮索する事例などが発生していることは憂慮すべきことです。

　新型コロナウイルスは、気づかないうちに誰もが感染する可能性があります。今、

私たちが行うべきことは、感染防止策の徹底であって感染者を誹謗中傷することで

はありません。医療・福祉従事者をはじめ多くの方々が困難な状況の中で頑張って

います。今こそ、私たち一人ひとりが、共に支え合うことが何よりも大切なことです。

　遊佐町議会は、誹謗中傷の根絶を目指すとともに、コロナ禍の諸問題に真摯に取

り組んでまいりますので、町民の皆様におかれましても、共にこの困難を乗り越え

てまいりましょう。

　令和₂年12月11日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊佐町議会

誹
謗
中
傷
を
な
く
し
共
に
支
え
合
う
こ
と

に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

克
服
を
目
指
す
決
議

遊佐町沖洋上風力発電計画の

意見書
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（5） 遊佐町議会だより

議員名

 議　案

本
間
　
知
広

那
須
　
正
幸

佐
藤
俊
太
郎

佐
藤
　
光
保

齋
藤
　
　
武

松
永
　
裕
美

菅
原
　
和
幸

赤
塚
　
英
一

阿
部
　
満
吉

髙
橋
　
冠
治

斎
藤
弥
志
夫

土
門
　
治
明

議決結果
（賛成：反対）

議78〜83号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（11：₀）

議84号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（11：₀）

議85号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（11：₀）

議86号 ◯ × × × × ◯ ◯ ◯ × × ◯ ― 否決（₅：₆）

議87号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（11：₀）

議88号 ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（10：₁）

議89号 ◯ × ◯ × × ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ― 可決（₇：₄）

発議9号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（11：₀）

発議10号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（11：₀）

発議11号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― 可決（11：₀）

11月臨時会

議76号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：₀）

議77号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：₀）

12月定例会　採決状況一覧　○賛成　×反対　議長（土門治明）は採決に加わらない

12月定例会の議案内容（令和2年度一般会計補正予算他、14件）

11月臨時会【11月30日】の議案内容(条例案件2件)

議案番号 議　案　名 内　　容

議７８号 令和₂年度一般会計補正予算（第₆号）
コロナ禍対応地方創生臨時交付金等により各事業の精査するな
ど₁億２１００万円を増額補正

議７９～８３号 令和₂年度各特別会計補正予算 システム改修と事業の精査

議８４号
遊佐町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税課税免除条
例の一部を改正する条例の制定

地方税法の一部改正に伴う、条例の条ズレを整備

議８５号 遊佐町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 所得税法の一部改正に伴う、国保税の判定基準を軽減するもの

議８６号 遊佐町環境基本条例の一部を改正する条例の制定
事業者と環境の保全に関して、町長だけでなく関係する地域住
民・団体と協定を結べるよう規定を追加

議８７号 新庁舎備品の取得
庁舎フロアーカウンター他、ロビー用、待合椅子等、８１４０万円
で取得するもの

議８８号 スクールバス（中型）の取得 中型スクールバス₂台を３０４８万円で取得するもの

議８９号 広畑橋下部工工事の請負契約の一部変更 元年度より着工の広畑橋橋台工事費の増額

発議₉号 まちづくり政策提言の提出 P１４～１５に提言を掲載

発議10号
遊佐町沖洋上風力発電事業計画に関し特段の配慮等を求める意
見書の提出

P₄に意見書を掲載

発議11号
誹謗中傷をなくし共に支え合うことにより新型コロナウイルス
感染症の克服を目指す決議

P₄に決議文を掲載

議案番号 議　案　名 内　　容

議76号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
山形県人事委員会勧告に準じ、一般職の期末手当の引き下げを
規定するもの

議７７号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
上記の改定に鑑み特別職及び議会議員の期末手当の改定を行う
もの

傍聴者数 （単位：人）

日　　程 内　　容 計

臨時会 11月30日㈪ 本会議 ₁

定例会

12月₈日㈫ 本会議・一般質問 22

12月₉日㈬ 一般質問・補正予算上程 ₇

12月11日㈮ 補正予算特別委員会・本会議 ₁

計 31

反
対
討
論

議88号　スクールバス（中型）の取得に反対　　佐藤　光保　議員

　スクールバスでは、千回を超えて通学しても環境に馴染むことはない。

晴れの日、雨の日、雪の日、毎日歩くことにより環境は血となり肉となる。「子どもと歩こう運動」

YUZA宣言［基本認識₁］「歩くことは、人間の基本であり、子ども時代にこそしっかりと身

につけることが必要である」だ。

　山本由美　和光大学教授いわく「学校がなくなれば、地域は間違いなく衰退し廃れていく。」

「切磋琢磨は教育的俗説である。」



白熱白熱最終日

２
議
案
、
賛
否
分
か
れ
る

　

環境基本条例の改正案

　
遊
佐
町
環
境
基
本
条
例
に
は
既

に
、
「
町
長
と
事
業
者
」
間
で
の
環

境
の
保
全
に
関
す
る
協
定
に
つ
い

て
規
定
が
あ
る
（
15
条
）
。
だ
が
「
地

域
住
民
等
と
事
業
者
」
が
直
接
協

定
を
結
ぶ
こ
と
に
関
し
、
条
例
上

の
定
め
は
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
民
間
同
士
の
協
定
も

条
例
に
位
置
付
け
よ
う
と
改
正
案

が
提
出
さ
れ
た
。
な
お
町
に
よ
れ

ば
、
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
条
例
の
改

正
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
具
体
的

な
事
例
（
立
法
事
実
）
は
な
い
と
こ

と
で
あ
る
。

環
境
基
本
条
例
な
ぜ
改
正

遊
佐
町
環
境
基
本
条
例
の
改
正

無
防
備
で
は
な
い
か

12
月
定
例
会
の
最
終
日
（
12
月
11
日
）
、
補
正
予
算
な
ど
15
件
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
遊
佐
町
環
境
基
本
条
例
の
改
正
（
議
第
86
号
）
と
広
畑
橋
の
工
事
費
の
増
額
（
議
第
89
号
）
を
巡
っ
て

大
き
く
賛
否
が
分
か
れ
ま
し
た
。
議
論
の
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

な
お
、
議
員
ご
と
の
賛
否
は
5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
本
会
議
で
の
議
案
は
原
則
と
し
て
質
疑
、

討
論
、
採
決
の
順
に
取
り
扱
わ
れ
、
最
終
的
な

可
否
が
確
定
す
る
。
こ
の
う
ち
「
討
論
」
と
は

案
件
の
採
決
前
に
賛
成
か
反
対
か
の
意
見

を
表
明
す
る
こ
と
で
、
そ
の
目
的
は
、
自
分
の

意
見
に
反
対
す
る
議
員
や
賛
否
を
決
め
か

ね
て
い
る
議
員
を
、
自
分
の
意
見
に
賛
同
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
。
討
論
を
行
う
か
ど
う
か

は
、
各
議
員
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
は
２
人
の
議
員
が
反
対
討
論
を

行
っ
た
。

齋
藤
武
議
員

▼
協
定
は
開
発
行
為
の
許
認
可
に
影
響
す

る
こ
と
も
あ
り
、
特
に
慎
重
な
対
応
が
必

　「遊佐町環境基本条例」は平成 15 年に制定され、

町の環境行政の基本理念と施策の基本的事項、及び

町民や事業者等の責務などを定めている。

　このうち、今回は第 15 条の改正が提案された。現

行の条文は次のようになっている。

（環境の保全に関する協定の締結）

第 15 条

町長は、環境の保全上の支障を防止するため必要があ

ると認めるときは、事業者と環境の保全に関する協定

について協議し、その締結に努めるものとする。

　改正案は 15 条に、新たに次の条項を加えるもの

であった。

第 15 条 2 項

事業者は、関係住民（周辺地域内に住所若しくは居所

又は事務所若しくは事業所を有する者をいう。以下同

じ。）との良好な関係を構築するよう努めるとともに、

関係住民から生活環境の保全に関する協定の締結を

求められたときは、誠実にその求めに応じるよう努め

なければならない。

　なお、環境基本条例を含め、各種の現行条例の全文

は町ホームページの「例規集」で見ることができます。
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広
畑
橋 
工
事
費
の
増
額

１
票
差
で
否
決

３
票
差
で
可
決

入
札
方
式
の
改
善
を

広
畑
橋
な
ぜ
工
事
費
増

要
だ
が
、
民
間
同
士
の
協
定
の
実
効
性
の

担
保
や
事
業
者
に
よ
る
一
部
住
民
等
の
懐

柔
を
防
ぐ
な
ど
の
規
定
が
な
く
無
防
備

▼
重
大
な
条
例
の
改
正
で
あ
り
環
境
審
議

会
で
も
検
討
す
べ
き
と
思
う
が

さ
れ
て
い
な
い
。

　
広
畑
橋
は
高
瀬
川
を
ま
た
ぎ
白
井
新

田
・
広
野
集
落
と
北
目
・
畑
集
落
を
結
ぶ

全
長
約
30
メ
ー
ト
ル
の
橋
で
あ
る
。
竣
工

が
昭
和
31
年
で
老
朽
化
が
著
し
く
、
「
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
に
基
づ
き
新
し

い
橋
が
隣
に
造
ら
れ
て
い
る
。
元
年
度
は

畑
集
落
側
、
２
年
度
は
広
野
集
落
側
の
橋

台
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　

　
元
年
度
も
工
事
の
途
中
で
工
事
費
の
増

額
が
行
わ
れ
た
が
、
今
回
も
ほ
ぼ
同
様
な

事
態
に
な
っ
た
。

　
町
の
説
明
で
は
、
表
面
に
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
い
石
は
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
地
下

部
も
大
き
な
石
は
な
い
と
の
見
込
み
で
工

事
費
の
算
出
を
行
い
、
事
業
者
も
同
様
の

見
込
み
で
入
札
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し

は
た

か
し
掘
り
下
げ
る
と
か
な
り
大
き
な
岩
が

姿
を
現
し
、
結
果
と
し
て
工
事
費
用
が
当

初
の
６
９
９
６
万
円
か
ら
約
７
７
７
３
万

円
と
、
お
よ
そ
７
７
７
万
円
増
額
に
な
っ
た
。

　
阿
部
満
吉
議
員
が
次
の
理
由
で
反
対
討

論
を
行
っ
た
。

▼
昨
年
と
同
じ
理
由
で
の
増
額
提
案
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
案
件
は
他
の
市
町
村
議
会
で
は

厳
し
く
判
断
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

▼
工
事
費
の
試
算
に
あ
た
っ
て
は

十
分
な
調
整
を
前
提
と
し
た

入
札
方
式
へ
の

改
善
を
求

め
る
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
７
、
反
対
４
で
原

案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　
あ
る
程
度
の
規
模
の
公
共
工
事
で
は
、

途
中
で
の
増
額
が
む
し
ろ
普
通
と
の
考
え

も
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
民
間
の
一
般
住

宅
な
ど
で
は
注
文
内
容
が
変
更
し
な
い
限

り
、
当
初
の
契
約
金
額
通
り
で
の
工
事
が

原
則
だ
ろ
う
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
と

ら
え
る
の
か
で
賛
否
が
分
か
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

　
広
畑
橋
は
３
年
度
以
降
も
橋
桁
工
事
や
旧

橋
の
取
り
壊
し
な
ど
事
業
は
続
く
見
込
み
で

あ
り
、
行
方
を
注
視
し
て
い
く
。

下流から見た工事現場 右手が現在工事中

佐
藤
光
保
議
員

▼
改
正
に
関
し
て
環
境
審
議
会
を
開
催
し

な
い
根
拠
に
本
条
例
の
町
長
に
対
す
る
委

任
の
規
定
（
31
条
）
を
挙
げ
る
こ
と
は
適
切
で

は
な
い
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
５
、
反
対
６
で
改

正
案
は
否
決
さ
れ
た
。

　
そ
も
そ
も
条
例
に
規
定
が
な
く
て
も
、

地
域
住
民
等
と
事
業
者
は
民
間
同
士
な
の

で
、
い
つ
で
も
任
意
に
協
定
の
締
結
は
可

能
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
も
し
こ

れ
が
条
例
に
基
づ
く
民
間
同
士
の
協
定
で

あ
れ
ば
、
様
々
な
意
味
で
重
み
は
増
し
て

く
る
だ
ろ
う
。

　
過
去
に
臂
曲
地
区
岩
石
採
取
事
業
で
も
、

協
定
の
在
り
方
を
巡
っ
て
議
論
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
洋
上
風
力
発
電
事
業
で
も
協
定
は

焦
点
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

反対

反対

齋藤　武議員

反対

佐藤 光保議員

阿部 満吉議員

補
正
予
算
審
査

意

見

書

採

決

結

果

白

熱

最

終

日

一

般

質

問

ま
ち
づ
く
り
政
策
提
言

町
民
と
議
会
の
懇
談
会

遊

佐

人

（7） 遊佐町議会だより



補
正
予
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審
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意
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白

熱

最

終
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質

問

ま
ち
づ
く
り
政
策
提
言

町
民
と
議
会
の
懇
談
会

遊

佐

人

令和₃年₂月１日 （8）

一般質問12月8日・9日
10議員登壇

町の事業と課題を問う

吹浦小学校₆年生が₃密を防ぐため₂班（議場傍聴席、役場102会議室）に分かれて傍聴

町の行政全般にわたって、問題や課題を明らかにし、

政策の改善や新規の政策の採用を求めるために行います。一般質問とは

一
般
質
問
通
告
の
要
旨

●
印
を
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

　

13
ペ
ー
ジ
ま
で
掲
載

 

（
通　

告　

順
）

菅
原　

和
幸 

議
員

●  「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」で 

よ
り
迅
速
な
情
報
提
供
を

 

Ｐ
９

那
須　

正
幸 

議
員

●  

ど
う
な
る 

旧
八
福
神
「
共
同
加
工
場
」

 

Ｐ
９

髙
橋　

冠
治 

議
員

●  

コ
ロ
ナ
禍
で
の
小
学
校
統
合
の
再
検
討
は

○   

熊
出
没
に
関
し
て
町
の
対
応
は

 

Ｐ
13

赤
塚　

英
一 

議
員

●  

教
育
現
場
で
の
デ
ジ
タ
ル
対
応
は

 

Ｐ
10

斎
藤
弥
志
夫 

議
員

佐
藤　

光
保 

議
員

松
永　

裕
美 

議
員

本
間　

知
広 

議
員

佐
藤
俊
太
郎 

議
員

齋
藤　
　

武 

議
員

● 

風
力
発
電 

近
隣
住
民
の
健
康
調
査
を

○  

福
祉
灯
油
券
未
申
請
者
に
は
代
わ
り
に

　

  

商
品
券
を

〇  

小
学
校
統
合
後
の
町
職
員
の
再
配
置
は

●  

少
人
数
学
級
は
統
合
後
も
維
持
で
き
る
の
か

◯  

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
後
の
自
衛
隊
に
よ
る

個
人
情
報
保
護
管
理
は

●  

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
更
な
る

明
確
化
を

○  

新
庁
舎
に
若
人
の
豊
か
な
発
想
表
現
の
場
を

○  

高
齢
化
対
策
「
つ
な
ぐ
カ
ー
ド
」
の
提
案

●  

ふ
る
さ
と
納
税 

今
後
の
ス
タ
ン
ス
は

● 

マ
ツ
材
線
虫
病
対
策
は
確
実
か

○  

高
齢
者
の
安
全
運
転
を
支
援
す
る
た
め

の
補
助
金
交
付
事
業
の
現
状

● 

国
の
方
針
も
踏
ま
え
消
防
団
の
改
善
を

○  

洋
上
風
力
発
電
事
業
計
画 

現
時
点
で
の

町
の
考
え
方
は

 

Ｐ
10

 

Ｐ
11

 

Ｐ
11

 

Ｐ
12

 

Ｐ
12

 

Ｐ
13

社会科の授業の一環で見学に訪れました




